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新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

同
窓
会
会
員
、
教
職
員
の
皆
様
に
は
、

お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
学
校
創
立
三
五
年
で
卒
業
生

は
九
千
百
名
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、
社

会
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

昨
年
暮
れ
に
は
衆
議
院
が
解
散
、
総
選

挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
与
党
が
圧
勝
、
経
済

は
デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
し
、
円
安
へ
の
対

応
や
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
含
む
安
全
保

障
法
制
の
整
備
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
地
方

に
向
け
て
施
策
を
推
し
進
め
る
地
域
活
性

化
に
向
け
た

｢

地
方
創
生｣

に
力
を
い
れ
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同同窓窓生生数数 99,,117733人人

る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
一
部
の
人
が

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
人
が
潤
う
、
明
る
い
未
来

の
見
え
る
国
策
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

さ
て
、
同
窓
会
で
は
、
平
成
二
六

年
六
月
一
四
日
の
第
一
回
役
員
会
に

お
い
て
、
平
成
二
五
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
・
監
査
報
告
、
二
六
年
度

の
行
事
・
予
算
・
役
員
と
部
会
代
表

委
員
改
選
な
ど
の
審
議
を
行
な
い
満

場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
行
事
は
、
同
窓
会
役
員
会

や
広
報
誌｢

江
極
だ
よ
り｣

の
発
行
、

全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制(

前
期
、

後
期)

の
入
学
式
、
三
課
程
同
窓
会

入
会
式
、
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信

さ
て
、
昨
年
度
か
ら

｢

心
ワ
ク
ワ

ク
湧
心
館｣

を
学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、
み
ん
な
で
心
が
ワ
ク
ワ
ク

す
る
取
組
を
考
え
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
心
ワ
ク
ワ
ク
湧
心
館

｢

ｍ
ａ
ｋ
ｅ

ｄ
ｒ
ａ
ｍ
ａ

(

夢
の
実

現)｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昨
年
度
の

取
組
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
全
課
程
で
取
り
組
ん
だ
美
化

作
業
や
花
壇
づ
く
り
に
よ
り
、
校
門

周
辺
の
芝
桜
も
根
付
き
綺
麗
な
環
境

が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
定
時
制
の

｢

竹
あ
か
り｣

や
通
信
制
の

｢

ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス｣

は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
て
校
門
を
飾
り
、
地
域
の
方
へ

の
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し

ま
し
た
。
地
域
の
方
々
か
ら
も
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
今
後
も
さ
ら
に

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校

の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
物
心
両
面
で
支
援
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
各
課
程
で
昨
年
度
よ
り

受
検
者
数
も
増
え
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
学
校
生

活
に
お
い
て
も
、
朝
早
く
登
校
し
熱
心
に

課
外
授
業
を
受
け
て
い
る
生
徒
、
掃
除
時

間
に
時
間
一
杯
床
に
雑
巾
掛
け
す
る
生
徒
、

い
つ
す
れ
違
っ
て
も
さ
わ
や
か
な
挨
拶
を

し
て
く
れ
る
生
徒
、
部
活
動
で
誰
よ
り
も

早
く
出
て
き
て
汗
を
流
す
生
徒
、
生
徒
会

活
動
や
部
活
動
を
と
お
し
て
地
域
と
の
交

流
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
等
、
昨
年
度
に
も

増
し
て
学
校
生
活
の
様
々
な
場
面
で
精
一

杯
自
分
ら
し
さ
を
表
現
し
取
り
組
ん
で
い

る
姿
を
た
く
さ
ん
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
生
徒
達
の
活
躍
の
一
端
を

紹
介
し
ま
す
。
全
日
制
で
は
、
例
年

に
比
べ
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
を
送
っ

て
お
り
、
校
外
で
の
地
域
の
方
へ
の

挨
拶
や
心
温
ま
る
行
い
に
対
し
て
何

通
か
の
お
手
紙
等
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
定
時
制
・
通
信
制
で
は
、
定

通
体
育
大
会
で
多
く
の
部
活
動
が
全

国
大
会
に
出
場
し
、
文
化
活
動
に
お

い
て
も
定
時
制
で
生
活
体
験
発
表
の

熊
本
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出

場
、
通
信
制
で
は
第
６
回
全
国
工
芸

甲
子
園
に
肥
後
象
眼
の
作
品
を
出
展

し
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
生
徒
も
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も

『

繋
が
る
、
協
働
す

る
活
動』

を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
職

員
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
校

に
関
わ
る
全
て
の
方
々
と
良
い
関
係

を
築
き
な
が
ら
学
校
組
織
全
体
と
し

て
の
教
育
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
御
支
援

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

制

(

前
期
・
後
期)

の
卒
業
式
、
全

日
制
体
育
大
会
な
ど
各
行
事
へ
の
出

席
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
各
種
行
事
へ
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
同
窓
会
で
は
昨
年
一
〇
月
一

八
日
に
、
東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔

高
校
同
窓
会
創
立
五
〇
周
年
祝
賀
会

と
一
一
月
二
日
に
、
熊
本
西
高
校
創

立
四
〇
周
年
祝
賀
会
、
一
二
月
二
六

日
に
熊
本
市
内
高
校
同
窓
会
長
交
流

会
に
出
席
致
し
ま
し
た
。
両
校
と
も

本
校
よ
り
先
輩
校
に
あ
た
り
卒
業
生

の
方
々
は
、
母
校
に
対
す
る
思
い
も

強
く
、
社
会
の
各
方
面
で
活
躍
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
交
流
会
で
は
、
市

内
の
高
校
卒
業
生
が
約
三
七
万
人
と

報
告
さ
れ
、
熊
本
市
の
人
口
の
約
五

〇
％
に
あ
た
り
ま
す
。
他
校
同
窓
会

と
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
有
意

義
な
交
流
会
で
し
た
。
本
校
同
窓
会

も
会
員
は
、
九
千
百
名
を
超
え
て
一

万
名
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
一
万
名
へ
の
新
し
い
時
代
に
即

応
し
た
同
窓
会
を
更
に
構
築
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
を
新

た
に
し
た
次
第
で
す
。

お
わ
り
に
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ

て
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

��������������同
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卒
業
し
て
は
や
30
年
ほ
ど
経
ち

ま
し
た
が
、
あ
の
頃
友
人
と
遅
く

ま
で
話
し
た
り
、
郵
便
局
や
ホ
ン

ダ
や
河
川
工
事
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
免
許
を
と
っ
た
こ
と
が
い
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

在
学
中
に
勤
め
て
い
た
薬
局
に

15
年
ほ
ど
勤
務
し
、
そ
こ
で
商
品

管
理
や
接
客
方
法
な
ど
を
学
び
取

引
先
の
新
聞
社
、
電
力
会
社
、
銀

行
、
娯
楽
場
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
所

に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
喜
ば

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
怒

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
経

験
が
で
き
感
謝
で
す
。

現
在
は
運
送
会
社
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
２

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
住
宅
街
を
ま
わ
り
、

荷
物
の
配
達
や
集
荷
な
ど
を
し
て

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
以
前

の
薬
屋
で
は
バ
イ
ク
で
の
配
達
。

運
送
会
社
で
は
車
で
の
配
達
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ず
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
り
と
て
も
苦
労
し
ま

し
た
。

し
か
し
今
は
２
人
の
息
子
の
父

親
で
す
。
社
会
人
に
な
る
ま
で
は
、

な
ん
と
か
自
分
が
食
わ
せ
て
や
ら

ね
ば
と
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
つ
も

り
で
す
。
在
学
中
の
方
？
若
い
？

元
気
な
方
？
は
も
し
余
裕
が
あ
れ

ば
資
格

(

免
許)

を
と
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
自
分
の
自
信

に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
就
職

(

職
場)

で
も
役
立
つ
は
ず
で
す
。

よ
い
環
境
の
中
で
い
い
人
と
い
っ

し
ょ
に
、
物
事
に
と
り
く
め
ば
相

乗
効
果
で
自
分
も
よ
い
流
れ
に
乗

れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
年

齢
か
ら
な
か
な
か
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
保
つ
こ
と
が
続
か
な
い
と
こ

も
あ
り
ま
す
が
な
ん
で
も
前
向
き

に
と
ら
え
る
こ
と
が
、
物
事
を
う

ま
く
保
ち
長
続
き
さ
せ
る
方
法
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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平成26年度同窓会予算書
１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,890,000 1,975,000 △85,000
全日制 112名×5,000円
定時制 32名×5,000円
通信制 234名×5,000円

繰 越 金 306,452 350,543 △44,091

雑 収 入 48 57 △9 預金利息

計 2,196,500 2,325,600 △129,100

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 前年度予算額 増 減 備 考

事務通信費 650,000 650,000 0 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料

会 議 費 250,000 250,000 0 役員会活動費､ 役員懇談会

学校行事費 200,000 200,000 0 卒業証書用ホルダー

会 報 費 200,000 200,000 0 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代

名簿管理費 150,000 150,000 0 同窓会新聞郵送用宛名シール代

給 与 60,000 60,000 0 事務補助職員手当

積 立 金 550,000 650,000 △100,000 同窓会積立金

予 備 費 136,500 165,600 △29,100

計 2,196,500 2,325,600 △129,100

２. 特別会計
前年度からの繰越金 3,497,617円
(内訳：特別会計2,789,996円､ 同窓会発足30周年記念事業費会計より707,621円)

(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要

1,835,619 1,529,167 306,452 残高は平成26年度へ繰り越し

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 更生額 更生予算額 決算額 予算残額 備 考

事務通信費 650,000 0 0 624,445 25,555 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料
会 議 費 250,000 0 0 154,437 95,563 役員会活動費､ 役員懇談会

学校行事費 200,000 0 0 112,875 87,125 卒業証書用ホルダー

会 報 費 200,000 0 0 121,040 78,960 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代

名簿管理費 150,000 0 0 60,900 89,100 同窓会新聞郵送用宛名シール代

給 与 60,000 0 0 50,850 9,150 事務補助職員手当

積 立 金 650,000 0 0 400,000 250,000 同窓会積立金へ充当

予 備 費 165,600 0 0 4,620 160,980 ドメイン名登録サービス契約更新料

計 2,325,600 0 1,529,167 796,433

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 補正予算額 決算額 増 減 備 考
会 費 1,975,000 0 1,485,000 △490,000 297名×5,000円

繰 越 金 350,543 0 350,543 0

雑 収 入 57 0 76 19 預金利息

計 2,325,600 0 1,835,619 △489,981

平成25年度同窓会決算書

関係諸帳簿及び書類を監査した結果､ 上記のとおり相違なく正確かつ

適法に執行されていることを認めます｡

平成26年５月17日

３. 監査報告

２. 特別会計 単位：円
収 入 支 出 残 高

残高は平成26年度へ繰り越し前年度繰越金 本年度積立金 預金利子 合 計 同窓会発足30周年記
念事業会計へ充当

5,388,924 400,000 1,072 5,789,996 3,000,000 2,789,996
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会

湧
定
16
回
平
成
19
年
度
卒

成
松
栄
一
郎

17
回
平
成
20
年
度
卒

植
村

快

18
回
平
成
21
年
度
卒

原
田

宣
明

19
回
平
成
22
年
度
卒

村
田

静
香

○
通
信
制
部
会

江
通
１
回
昭
和
57
年
度
卒

牛
嶋

慶
子

４
回
昭
和
60
年
度
卒

藤
本

政
輝

５
回
昭
和
61
年
度
卒

倉
岡

龍
馬

６
回
昭
和
62
年
度
卒

赤
星

範
子

８
回
平
成
元
年
度
卒

坂
本

純
一

９
回
平
成
２
年
度
卒

吉
田

正
明

湧
通
２
回
平
成
５
年
度
卒

廣
瀬
由
紀
美

４
回
平
成
７
年
度
卒

隈
元

順
子

６
回
平
成
９
年
度
卒

高
瀬

由
美

９
回
平
成
12
年
度
卒

堀
川

浩

11
回
平
成
14
年
度
卒

後
藤

文
弘

15
回
平
成
18
年
度
卒

宮
本

和
扶

20
回
平
成
23
年
度
卒

吉
本
愛
祐
香

�����������本年度より９月に定時・通信合同の
前期卒業式始まる ��������

３. 残高の部 単位：円
収入合計金額 支出合計金額 残高合計 摘要

4,796,765 4,089,144 707,621 残高は同窓会特別会計へ積立

２. 支出の部 単位：円
項目 当初予算額 補正予算額 補正後予算額 支出額 予算残額 摘 要

総 会 費 100,000 100,000 200,000 133,530 66,470
総会会場使用料､ 永年
功労記念品代・表彰状
印刷代等

祝 賀 会 費 300,000 1,100,000 1,400,000 1,276,015 123,985
祝賀会料理・飲物代､
祝賀会記念品代､ 余興
御礼等

記 念 品 費 300,000 150,000 450,000 373,117 76,883 記念品代

記念事業費 1,400,000 150,000 1,550,000 1,464,000 86,000
同窓会発足30周年記念
碑建立､ 10周年記念碑・
校歌碑清掃代等

事 務 局 費 200,000 50,000 250,000 149,877 100,123 事務用品代､ 渉外交通費等

庶務・会計費 600,000 150,000 750,000 692,605 57,395
30周年記念事業案内状
印刷及び発送料､ 新聞
広告料等

予 備 費 100,000 0 100,000 0 100,000

計 3,000,000 1,700,000 4,700,000 4,089,144 610,856

１. 収入の部
平成26年５月17日

単位：円
収入項目 収入金額 備 考

同 窓 会 積 立 金 3,000,000
寄 付 金 716,328 358口分
祝 賀 会 参 加 費 1,098,000 祝賀会参加者131名､ 来賓６名
寄 付 金 10,000 有限会社石翔
口 座 徴 収 料 金 －27,690
雑 収 入 127 預金利息

合 計 4,796,765

同窓会発足30周年記念事業会計決算書

関同窓会発足30周年記念事業の関係諸帳簿・書類を監査した結果､ 上

記のとおり相違なく正確かつ適正に執行されていることを認めます｡

平成26年５月17日

監査
同窓会 監査

�



｢

さ
つ
ま
い
も
の
レ
モ
ン
煮｣

な
ど

の
調
理
体
験
を
通
し
て
食
文
化
の
継

承
と
地
域
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し

た
。
地
域
と
の
相
互
理
解
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
る
有
意
義
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

○
第
７
回
湧
定
祭(

11
月)

は
、
今
年

も
全
ク
ラ
ス
が
独
自
の
テ
ー
マ
を
持
っ

て
参
加
し
た
素
晴
ら
し
い
行
事
と
な

り
ま
し
た
。
生
徒
・
保
護
者
・
職
員

が
共
同
制
作
し
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

｢

阿
蘇
草
千
里｣

が
ス
テ
ー
ジ
を
飾

り
ま
し
た
。
恒
例
の
竹
あ
か
り

｢

湧

定
の
灯｣

は
体
育
館
前
を
暖
か
く
照

ら
し
ま
し
た
。
年
末
に
は
、
今
年
も
、

校
門
付
近
を
竹
明
か
り
で
照
ら
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
湧
定
の
う
た
、

男
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
展
示
、
バ
ザ
ー
な
ど
も
大
盛
況
に

終
わ
り
ま
し
た
。
多
く
の
地
域
の
方
々

や
全
日
制
の
生
徒

を
は
じ
め
生
徒
の

校
外
で
の
友
人
も

見
に
来
て
く
れ
て
、

楽
し
い
思
い
出
づ

く
り
が
で
き
ま
し

た
。

○
研
修
旅
行
は
京

都
・
奈
良
を
訪
ね

て
、
古
都
の
秋
の

佇
ま
い
と
歴
史
探

訪
の
旅
に
な
り
ま

し
た
。
高
校
時
代

の
最
高
の
思
い
出

の
一
つ
と
し
て
、

大
変
有
意
義
な
も

の
で
し
た
。

○
進
路
決
定
状
況

(

11
月
末
現
在)

は
、
進
学
決
定
者

３
名
、
就
職
決
定

者
は
３
名
で
す
。

卒
業
予
定
者
全
員

が
進
路
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
、

進
路
指
導
部
を
中

心
に
職
員
全
員
で

支
援
し
て
い
ま
す
。

○
各
種
検
定
取
得
状
況

(

11
月
末
現

在)

は
、
全
商
情
報
処
理
検
定
３
級

２
名
。
全
商
珠
算
電
卓
実
務
検
定

(

普
通
計
算
部
門)

１
級
２
名
。
全

商
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検
定
１
級
速

度
部
門
２
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
部
門

１
名
２
級
３
名

２
級
速
度
部
門
２

名

３
級
５
名

３
級
速
度
部
門
２
名

全
商
簿
記
実
務
検
定
３
級
１
名

日

商
簿
記
検
定
３
級
１
名

以
上
の
合

格
者
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、

○
熊
本
県
頑
張
る
高
校
生
表
彰
を
中

武
慧
悟
が
受
賞
し
ま
し
た
。

本
年
度
、
定
時
制
は
61
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
生
徒
数
154
名(

男
85
名
、

女
69
名
、
昨
年
比
６
名
減)

で
出
発

し
ま
し
た
。

○
第
64
回
県
定
通
体
育
大
会(

６
月)

で
は
、
８
月
の
全
国
大
会
に
、
サ
ッ

カ
ー
が
２
年
連
続
で
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
は
中

武
慧
悟
・
前
崎
秀
世
ペ
ア
、
剣
道
女

子
個
人
は
樗
木
里
沙
、
平
山
遥
菜
が

卓
球
個
人
女
子
の
永
戸
葉
子
、
同
男

子
篠
原
拓
雄
、
中
野
裕
弥
が
全
国
大

会
に
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
軟
式
野
球
が
県
大
会
を
制
し

て
西
九
州
大
会
に
駒
を
進
め
、
決
勝

で
長
崎
県
代
表
に
逆
転
で
惜
敗
し
ま

し
た
。
今
年
は
、
多
く
の
種
目
の
活

躍
で
遠
征
費
の
会
計
が
火
の
車
に
な

り
ま
し
た
。
嬉
し
い
悲
鳴
で
は
あ
っ

た
の
で
す
が
急
遽
、
振
興
会
か
ら
お

茶
の
物
販
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
方

面
、
同
窓
会
、
保
護
者
の
皆
様
、
全

定
通
の
先
生
方
か
ら
の
ご
理
解
御
協

力
で
収
益
金
を
有
効
に
使
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
続
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
校
内
生
活
体
験
発
表

大
会(

７
月)

で
は
、

自
ら
進
ん
で
出
場
し
た

生
徒
が
増
え
て
、
大
変

盛
況
で
し
た
。
様
々
な

苦
境
を
乗
り
越
え
た
体

験
談
、
定
時
制
に
通
う

生
徒
な
ら
で
は
の
悩
み

や
苦
悩
を
明
日
へ
の
希

望
に
つ
な
げ
て
語
る
姿

に
、
共
感
と
感
銘
を
誘

い
、
感
動
的
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

県
大
会(

県
定
通
文
化
大
会)

で
は

本
校
代
表
大
久
保
星
蘭
が
堂
々
と
発

表
し
、
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に

出
場
、
健
闘
し
ま
し
た
。

○
第
64
回
県
定
通
文
化
大
会(

10
月)

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
恒
例
の
本
校

太
鼓
部
が
飾
り
ま
し
た
。
勇
壮
で
魂

を
揺
さ
ぶ
る
太
鼓
の
響
き
は
圧
巻
で

し
た
。
本
校
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
で

｢

伝
統
と
創
造
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン｣

と
題
し
て
和
楽
器

(

琴
と
笛)

と
書

道
、
絵
画
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
し
ま
し
た
。
情
報
科
学
科
の
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
シ
ョ
ッ
プ
も
盛
況
で
し
た
。

文
化
の
秋
に
相
応
し
い
正
に
文
化
の

薫
り
高
き
秋
の
一

日
に
な
り
ま
し
た
。

○
く
ま
も
と
教
育

の
日

｢

異
世
代
間

交
流
に
よ
る
地
域

の
方
と
の
調
理
交

流
会｣

(

11
月)

で

は
、
今
年
も
出
水

南
地
区
の
方
々
と

共
に

｢

寿
司｣

同窓会報 ｢江極だより｣平成27年１月１日 第 26 号 �

会
主
催)

が
行
わ
れ
、
総
勢
23
名

(

バ
ス
１
台)

が
、
荒
尾
市
の

｢

万

田
坑｣

と｢

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド｣

で
、

楽
し
く
有
意
義
な
１
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

○
11
月
16
・
17
日
に
は
、
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ

『

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル』

・『

百

人
一
首』

を
開
催
。
両
競
技
と
も

日
頃
の
運
動
不
足
や
準
備
不
足
を

感
じ
さ
せ
な
い
熱
戦
の
連
続
で
、

生
徒
は
競
技
・
応
援
に
積
極
的
に

参
加
、
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

○
11
月
30
日
、
本
年
度

『

後
期
生

徒
総
会』

を
開
催
、
役
員
改
選
に

よ
り
生
徒
会
長
が
４
年
生
の
荒
木

ル
ミ
サ
さ
ん
か
ら
１
年
生
の
上
野

颯
斗
さ
ん
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
生

徒
会
活
動
の
活
性
化
と
広
報
活
動

の
充
実
に
取
り
組
み
、『

文
化
発

表
会』

の
新
企
画
、『

生
徒
研
修

旅
行』

実
施
、｢

電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ

普
及
啓
発
サ
ポ
ー
タ
ー
校｣

等
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
ま
し

た
。
新
生
徒
会
は
、『

で
き
る
こ

と
か
ら
挑
戦』

を
合
い
言
葉
に
次

の
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
12
月
14
〜
26
日
に
は
、
生
徒
会

主
催
で
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業

『

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン』

を
開
催
、

定
時
制
と
の

生
徒
交
流
や

地
域
貢
献
に

努
め
ま
す
。

本
年
度
通

信
制
で
は
、『

後
期
新
入
学』

導

入
に
係
る
周
知
徹
底
、
生
徒
の
定

着
率
向
上
及
び
生
徒
の
進
路
実
現

を
図
っ
て
お
り
、『

体
験
入
学
・

中
学
校
訪
問』

、『

学
校
Ｈ
Ｐ
等
を

活
用
し
た
広
報
・
募
集
活
動』

、

『

学
習
会
を
活
用
し
た
生
徒
の
自

学
自
習
力
及
び
自
主
性
の
育
成』

等
の
推
進
に
務
め
て
い
ま
す
。
昨

年
度
に
比
べ
、
出
校
率
・
進
路
決

定
率
が
向
上
し
、
今
年
度
導
入
し

た

『

体
験
入
学』

の
参
加
者
数
も

順
調
で
す
。

今
後
更
に
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た

『

遠
隔
授
業』

の
準
備
に
つ
い
て
も
、
次
年
度
か

ら
の
運
用
を
目
指
し
て
積
極
的
に

推
進
す
る
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
、
同
窓
生

の
皆
様
方
の
御
指
導
・
御
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

副
校
長
に
前
通
信
制
教
頭
の
那

須
寛
先
生
が
定
期
異
動
で
本
校
に

勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

����会員の皆様に｢江
極
だ
よ
り｣

二
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

今
号
は
、
三
五
年
目
を
迎
え
た
母

校
の
近
況
と
同
窓
会
役
員
改
選
・

卒
業
生
の
近
況
な
ど
掲
載
し
ま
し

た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
皆
様
の
ご

意
見
ご
感
想
等
、
同
窓
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

江
極
編
集
委
員
会

�������������������� �����������������会
員
の
身
上
に
、
変
更

(

住
所
や

氏
名
等)

が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
同
窓
会
事
務
局
へ
！

電

話
０
９
６
・
３
７
２
・
５
３
１
１

F
a
x
０
９
６
・
３
６
４
・
９
３
８
２

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
か
ら
ど
う
ぞ

昨
年
度
よ
り
小
林
博
校
長
を
迎
え

２
年
目
。
１
年
間
で
様
々
な
取
組
が

充
実
す
る
中
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

｢

心
ワ
ク
ワ
ク
湧
心
館｣

の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
湧
心
館
高
校
全
日
制

の
平
成
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

４
月
８
日

(

火)
に
全
日
制
第
19
回

入
学
式
を
挙
行
し
、
希
望
に
満
ち
た

新
入
生
163
人

(

男
子
91
名
、
女
子
72

名)

を
迎
え
た
。
五
月
晴
れ
の
５
月

17
日

(

土)

、
第
９
回
体
育
大
会
を

実
施
し
た
。
大
会
テ
ー
マ

｢

百
花
繚

乱
〜
走
れ

跳
べ

舞
え

湧
心
魂
〜｣

の
も
と
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
や

武
道
発
表
な
ど
、
全
員
一
致
協
力
し

活
気
あ
る
大
会
を
創
り
上
げ
た
。
毎

年
生
徒
達
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情

が
溢
れ
、
来
場
者
数
も
年
々
増
え
て

お
り
、
生
徒
の
励
み
に
も
な
っ
て
い

る
。
６
月
上
旬
の
高
校
総
体
・
総
文

祭
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
陸
上
競
技
、
剣
道
、

演
劇
、
書
道
、
写
真
、
茶
道
の
各
部

が
参
加
し
た
。
部
員
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
部
活
動
も
あ
る
が
、
日
頃

の
成
果
を
発
揮
し
、
よ

く
健
闘
し
た
。
７
月
に

開
催
さ
れ
た
夏
の
全
国

高
校
野
球
選
手
権
大
会

熊
本
県
大
会
で
は
、
１

回
戦
で
秋
の
大
会
優
勝

の
第
１
シ
ー
ド
多
良
木

高
校
と
対
戦
し
た
。
試

合
序
盤
は
健
闘
し
て
い

た
が
途
中
か
ら
の
豪
雨

で
再
試
合
と
な
っ
た
。

翌
日
の
再
試
合
は
コ
ー
ル
ド
負
け
に

は
な
っ
た
も
の
の
、
最
後
ま
で
諦
め

な
い
生
徒
達
の
戦
い
は
応
援
す
る
も

の
の
胸
を
打
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
試

合
か
ら
育
友
会
で
作
成
さ
れ
た
応
援

旗

｢

心
を
一
つ
に
湧
き
起
こ
る
力｣

が
ス
タ
ン
ド
に
飾
ら
れ
、
生
徒
達
の

熱
戦
に
花
を
添
え
た
。
６
月
27
日

(

金)

に
は
、
生
徒
会
役
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
会

長
候
補
に
１

名
が
立
候
補

し
、
信
任
投

票
で
吉
田
英

羽
さ
ん
が
新

し
い
生
徒
会

長
に
信
任
さ

れ
、
２
年
連

続
で
女
子
の
生
徒
会
長
が
誕
生
し
た
。

新
生
徒
会
執
行
部
も
各
行
事
の
企
画

運
営
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
充
実

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
７
月
１

日

(

火)

か
ら
３
日
間
、
２
年
生
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

全
て
の
生
徒
が
企
業
で
の
職
場
実
習

を
行
い
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業

観
を
身
に
付
け
た
。
学
校
を
離
れ
日

頃
と
違
っ
た
環
境
で
仕
事
を
体
験
し

た
こ
と
は
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

生
徒
達
の
感
想
の
多
く
は
充
実
し
た

３
日
間
で
あ
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ

り
、
今
後
の

進
路
決
定
に

向
け
て
良
い

影
響
を
与
え

て
い
る
。
10

月
10
日(

金)

、

芸
術
鑑
賞
で

は
、
東
京
よ

り
劇
団｢

風｣
を
招
い
て

｢

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
〜
ひ
び

き
合
う
も
の
〜｣

が
上
演
さ
れ
た
。

生
徒
達
は
劇
団
の
方
々
の
役
に
入
り

込
ん
だ
迫
力
あ
る
演
技
に
引
き
込
ま

れ
、
約
２
時
間
の
上
演
中
時
間
を
忘

れ
た
よ
う
に
見
入
っ
て
い
た
。
生
徒

達
に
と
っ
て
本
物
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
後
の
挨

拶
で
劇
団
の
方
か
ら
も
鑑
賞
態
度
の

よ
さ
を
褒
め
て
い
た
だ
い
た
。
翌
11

日

(

土)

、
第
23
回
文
化
祭
を
実
施

し
た
。
大
会
テ
ー
マ

｢

新
た
な
飛
躍

Ｙ
Ｏ
Ｕ
神
祭

〜
輝
け
！
Ｙ
ｕ
ｓ
ｈ

ｉ
ｎ
ｋ
ａ
ｎ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
〜｣

の

も
と
、
勇
壮
な
湧
心
太
鼓
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

や
ク
ラ
ス
展
示
に
若
々
し
い
感
性
が

表
現
さ
れ
た
。

特
に
、
午
前

中
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
は
年
々

完
成
度
も
上

が
っ
て
お
り
、

生
徒
達
も
拍

手
を
送
っ
た

り
歓
声
が
上

が
っ
た
り
と
、
演
技
者
と
一
体
と
な
っ

て
楽
し
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま

た
、
今
年
は
新
し
い
取
組
と
し
て
、

１
年
生
が
全
員
で
の
合
唱
を
行
う
な

ど
見
応
え
の
あ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

育
友
会
の
食
バ
ザ
ー
も
メ
ニ
ュ
ー
が

増
え
例
年
以
上
に
盛
況
で
、
毎
年
生

徒
達
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
今
年

は
台
風
の
影
響
で
開
催
が
心
配
さ
れ

た
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
来
場
者
も
多

く
、
本
校
生
の
活
動
が
着
実
に
地
域

社
会
に
理
解
さ
れ
て
い
る
手
応
え
を

感
じ
た
。
３
年
生
の
進
路
状
況
に
つ

い
て
は
、
３
分
の
１
が
就
職
希
望
、

３
分
の
２
が
進
学
希
望
で
あ
り
、
こ

こ
数
年
県
内
の
大
学
や
専
門
学
校
へ

の
進
学
希
望
者
が
増
え
る
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
就
職
に
つ
い
て
は
、
昨

年
と
比
べ
全
県
的
に
求
人
数
も
増
え

内
定
者
数
も
増
加
傾
向
で
あ
る
。
生

徒
達
全
員
の
進
路
希
望
達
成
に
向
け

て
３
年
部
と
進
路
指
導
部
を
中
心
に

粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
る
。
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平
成
二
十
七
年
度
行
事
予
定

４
月
８
日

(

水)

入
学
式

(

全
日
制)

４
月
９
日

(

木)

入
学
式

(

定
時
制)

４
月
12
日

(

日)

入
学
式

(

通
信
制)

５
月
16
日

(

土)

体
育
大
会

(

全
日
制)

６
月
７
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

９
月
20
日

(

日)

前
期
卒
業
式

(

定
時
制
・
通
信
制)

10
月
１
日

(

木)

後
期
入
学
式

(

通
信
制)

10
月
４
日

(

日)

文
化
発
表
会

(

通
信
制)

10
月
10
日

(

土)

湧
心
祭

(

全
日
制)

10
月
11
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

11
月
６
日

(

金)

湧
定
祭

(

定
時
制)

３
月
１
日

(

火)

卒
業
式

(

全
日
制)

３
月
５
日

(

土)

卒
業
式

(

定
時
制)

３
月
６
日

(

日)

後
期
卒
業
式

(

通
信
制)

月
13
日
の

『

校
内
生
活
体
験
発
表

会』

で
は
、
５
名
の
発
表
者
が
個
々

の
体
験
に
基
づ
く
高
校
生
活
や
将

来
の
希
望
等
に
つ
い
て
語
り
、
そ

の
内
容
は
感
動
的
で
胸
の
熱
く
な

る
も
の
で
し
た
。
結
果
、『

喋
れ

る
こ
と
の
幸
せ
〜
私
は
今
一
歩
を

踏
み
出
す
〜』

と
い
う
題
で
、
幼

稚
園
の
頃
か
ら
続
い
た

｢

場
面
緘

黙
症｣

を
通
信
制
入
学
後
克
服
し
、

漸
く
拓
け
た
未
来
に
つ
い
て
そ
の

思
い
を
語
っ
た
４
年
生
の
野
田
愛

美
さ
ん
が

『

県
定
通
文
化
大
会』

の
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

○
９
月
21
日
、
平
成
26
年
度

『

前

期
卒
業
式』

が
挙
行
さ
れ
、
４
年

生
16
名
に
小
林
博
校
長
か
ら
卒
業

証
書
が
授
与
。
卒
業
生
代
表
の
大

島
邦
夫
さ
ん
が

｢

通
信
制
で
学
ん

だ
最
も
大
き
な
こ
と
は

『

自
分
で

考
え
て
行
動
す
る
こ
と』

で
す
。｣

と
、
思
い
出
や
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
、
各
々
が
将
来
の
希
望
を
胸

に
本
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

○
10
月
１
日
、
創
立
以
来
初
め
て

『

後
期
入
学
式』

が
挙
行
さ
れ
、

新
入
生
代
表
の
長
田
翠
さ
ん
以
下

11
名
が
入
学
し
、
新
た
に
１
年
Ｇ

組
が
誕
生
し
ま
し
た
。

○
10
月
５
日
の

『

文
化
発
表
会』

で
は
、
歌
・
三
味
線
演
奏
等
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
美
術
・
書
道
・
生

花
・
生
活
ク
ラ
ブ
等
の
作
品
展
示
、

招
聘
企
画

｢

く
ま
も
と
の
外
来
生

物
展
示｣

(

熊
本
県
松
橋
収
蔵
庫)

・

｢

電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
講
演
会
・
電

気
自
動
車
試
乗
会｣

(

熊
本
県
産

業
支
援
課)

等
が
行
わ
れ
、
生
徒

が
自
ら
企
画
し
体
験
で
き
る
生
徒

会
活
動
の
場
と
し
て
、
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

○
10
月
12
日
に
は
、『

県
定
通
文

化
大
会』

が
県
立
劇
場
で
開
催
さ

れ
、
生
活
体
験
発
表
の
部
で
は
、

通
信
制
代

表
の
野
田

愛
美
さ
ん

が
自
ら
の

体
験
や
思

い
を
、
聴

く
人
に
心

地
よ
い
口

調
で
語
り

か
け
、
聴

衆
の
心
に

深
い
感
動

を
与
え
ま

し
た
。
ま
た
、
同
会
場
で
行
わ
れ

た
展
示
会
に
は
、
通
信
制
か
ら
も

美
術
・
書
道
ク
ラ
ブ
等
の
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。

○
10
月
16
日
、
今
年
度
か
ら
の
新

企
画

『

生
徒
研
修
旅
行』

(

生
徒

○
最
後
に
な
り
ま

す
が
同
窓
会
に
頂

い
た
太
鼓
は
湧
心

太
鼓
と
し
て
大
活

躍
で
す
。
地
域
の

行
事
や
施
設
の
慰

問
等
で
学
校
と
地

域
を
結
ぶ
橋
渡
し

交
流
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同

窓
会
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

通
信
制
は
、
今
年
度
か
ら
新
入

生
・
転
編
入
生
と
も
に
前
期

(

四

月)

、
後
期

(

十
月)

の
年
２
回

入
学
と
な
り
ま
し
た
。
新
入
生
数

は
90
名(

前
期
79
名
・
後
期
11
名)

、

転
・
編
入
生
数
151
名(

前
期
87
名
・

後
期
64
名)

、
活
動
生
総
数
655
名

(

12
月
現
在)

で
す
。

○
４
月
13
日
の
入
学
式
で
は
、
小

林
博
校
長
が
式
辞
の
中
で
、
通
信

制
を
卒
業
す
る
た
め
の
秘
訣
と
し

て『

規
則
的
な
生
活
を
す
る
こ
と』

、

『

心
を
明
る
く
保
つ
こ

と』

、『

相
手
が
喜
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
心
を
込

め
て
行
動
す
る
こ
と』

の
三
つ
を
上
げ
て
、
健

康
・
感
謝
・
誠
実
の

一
つ
で
も
意
識
し
て
行

動
す
れ
ば
卒
業
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
新
入
生
代
表
の

濱
口
祐
規
さ
ん
が
、
通
信
制
で
学

ぶ
決
意
を
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

○
前
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
、
本
校
が

４
月
20
日
、
協
力
校
は
４
月
27
日

か
ら
開
始
さ
れ
、
気
持
ち
も
新
た
に

通
信
制
の
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

○
６
月
８
日
、『

第
64
回
県
定
通

総
合
体
育
大
会』

が
本
校
及
び
熊

本
工
業
高
校
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
、
卓
球

女
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
が
団
体

優
勝
、
個
人
戦
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男

子
・
女
子
、
卓
球
女
子
が
優
勝
、

僅
か
な
練
習
期
間
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ

を
乗
り
越
え
、
輝
か
し
い
成
果
を
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
８
月
に
開

催
さ
れ
た

『

全
国
定
通
総
合
体
育

大
会』

に
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓

球
の
４
競
技
に
選
手
20
名
が
出
場
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人
戦
の
住
田
・

高
木
ペ
ア
が
ベ
ス
ト
16
に
入
る
な
ど

大
健
闘
し
ま
し
た
。

○
例
年
よ
り
時
期
が
早
ま
っ
た
７
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